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明治地区を襲う自然災害は何だろう？

 まずは，地震！

 日本であれば，いつでも・どこでも起こる．大きい地震だと大きな被害

 津波は関係ない？

 明治地区は内陸だけど．．．

 最近多い台風や集中豪雨ではどんな災害が？

 引地川の洪水は？

 洪水がなくても水浸しになるかも？⇒内水氾濫（？）

 家の裏の崖がくずれるかも！？

 富士山が噴火しても影響ないの？

 火山灰の影響は？
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自然災害＝自然現象×人間社会の脆弱性
(Disaster)   (Hazard)    (Vulnerability)

災害(disaster)を防いだり，軽減したりするためには

原因となる自然現象(hazard)をよく理解し(literacy)
自ら（自分・地域）の脆弱性(vulnerability)を減らすこと

防災
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日本列島の地震ハザードマップ（地震動予測地図）

 全国地震動予測地図：2020年１月を起点に30年
以内に震度6弱以上の地震に見舞われる確率．

 海溝型巨大地震や内陸地震など考えうる地震す
べてを合わせた地震によって震度が6弱以上にな
る超過確率

 関東地方の平野部はどこも超過確率が高い（＝い
つ発生してもおかしくない）

（文科省地震調査研究推進本部作成，2020）

J-SHIS地震ハザードステーション
https://www.j-shis.bosai.go.jp/
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湘南地方を襲う地震と津波

1923年大正関東地震

首都直下地震

南海トラフ地震
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大正12年（1923年）9月1日関東地震

 相模湾を震源とするM7.9のプレート境界
型地震（＆直下型地震）

 東京を中心に10万人以上の死者（多くが
火災による）

 地震動（揺れ）による被害は神奈川県が
大．相模湾沿岸は全域が震度７だった．

 相模湾沿岸には8mを超える津波が襲来

推定震度分布

（武村雅之著，「関東大震災」より）

★

府県

住家被害棟数 死者数（行方不明者を含む）

全潰 半潰 その他 合計
住家全
潰

火災 その他 合計

神奈川県 63577 54035 35909 125577 5795 25201 1842 32838

東京府 24469 29525 176507 205580 3546 66521 320 70387

その他 21667 19213 1238 41502 1745 59 356 2160

合計 109713 102773 213654 372659 11086 91781 2518 105385 7



関東地震による藤沢の被害

【表2-2】藤沢町周辺における関東大震災の被害

【口絵１】陸地測量部「震災応急測図原図」による藤沢の被害状況
（「藤沢市史ブックレット５：関東大震災とふじさわ」より） 8

【口絵１】によれば，西部地区では家屋の50～60％が倒壊した．辻堂駅，明治
小学校が全壊したほか，大庭神社や辻堂の諏訪神社も全壊，羽鳥の御霊社
が半壊の被害を受けた．（中略）明治小学校教諭の山口三五郎は，その日，始
業式を終えて，大庭神社の例祭に5年生以上の児童を引率して参拝し，学校
へ戻って昼食を終えた時に地震に遭遇した．教諭たちはよろけるように校庭に
飛び出し，最後に山口が屋外に飛び出した瞬間に大きな揺れがきて地面にた
たきつけられた．同時に校舎が大音響をあげて倒れた．幸いに死傷者はおら
ず，各自家族の安否を確かめて再度集まることとなった．（31-32頁）



相模湾周辺を襲った津波の記録
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地震 地域 津波高さ 被害状況

1703年元禄地震 片瀬 6m 人家残らず流出

1854年安政東海
地震

片瀬 2m

1923年関東地震 江の島 3.0m~7.1m 家屋50戸流出

片瀬 2.0m~6.0m

鵠沼 2.0m~6.0m 家屋5戸流出

(神奈川県地震被害想定調査報告書（津波水害），1985）

藤沢市史ブックレット５：関東大震災とふじさわ【図3-1】鵠沼地区浸水図，に加筆

現作橋（八部）

津波到達6m

津波到達6m

現鵠沼公民館

高い砂丘

 相模トラフを震源とする地震による津波は到
達までの時間が5～10分と短い．

 津波の高さは数ｍ～10ｍ
 引地川，境川などへの遡上に注意
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藤沢市の津波ハザードマップ（辻堂）
（2021年12月20日作成）



関東地震（海溝型巨大地震）の再来は？

主な海溝型地震の評価結果
（2022年1月1日起点）

相模トラフ沿いのM8クラスの地震
地震の規模 ： Ｍ7.9～M8.6
地震発生確率： ほぼ０％〜６％

※30年以内の地震発生確率

プレートの沈み込みに伴うM7程度の地震
地震の規模 ： M6.7～M7.3
地震発生確率： ７０％程度

（地震調査研究推進本部資料）

相模トラフ（M8程度）
Ｍ7.9～M8.6程度 IIランク

その他の南関東の地震
M6.7～M7.3程度 IIIランク
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図１：確率表記
図２：クラス表記

図１：確率表記

図２：クラス表記



“首都直下地震”はどこで起こる？

①地殻内の浅い地震

②フィリピン海プレートと北米プレートの境界の地震

③フィリピン海プレート内部の地震

④フィリピン海プレートと太平洋プレートの境界の地震

⑤太平洋プレート内の地震

⑥フィリピン海プレート及び北米プレートと太平洋プレ

ートの境界の地震

（中央防災会議，２０１３）
①

①

②

③
③

①
①

これらの地震は想
定したものなので，
想定以外の場所で
起こる可能性があ
ることに注意
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首都直下
のM7クラス

の地震の
震度分布

（中央防災会議，2013）

2013年12月20日朝日新聞
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（https://www2.wagmap.jp/pref-kanagawa/Portal）
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神奈川県による地震の被害想定（2015年）



e-かなマップ（地震被害想定調査結果の一例）

＜都心南部直下地震（M7.3）による藤沢市南部の震度分布想定＞
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e-かなマップ（地震被害想定調査結果の一例）

＜三浦半島断層群の地震（M7.0）による藤沢市南部の震度分布想定＞
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e-かなマップ（地震被害想定調査結果の一例）

＜相模トラフ沿いの最大クラスの地震（M8.7）による辻堂付近の震度分布想定＞
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e-かなマップ（地震被害想定調査結果の一例）

＜南海トラフ巨大地震（M8.7）による辻堂付近の震度分布想定＞
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南海トラフで過去に起きた大地震の分布と将来予測

（地震調査委員会資料：20130528）

(2023年1月1日基準）

想定される震源域の例

東 南 海 東 海

発生確率予測
10年以内： 30％程度
30年以内： 70-80%
50年以内： 90%程度or以上

地震後経過率： 0.87
Z     A      B     C     D     E

)32時間
)2年

※昭和南海地震
からすでに77年
経過している！
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南海トラフ地震による予想震度分布図と津波の高さ
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神奈川の震度は「５弱」～「５強」

（中央防災会議資料，2012）

湘南海岸は最大5～10m程度
想定死者数（神奈川）：2900



日本列島の地震ハザードマップ（地震動予測地図）

 全国地震動予測地図：2020年１月を起点に30年
以内に震度6弱以上の地震に見舞われる確率．

 海溝型巨大地震や内陸地震など考えうる地震す
べてを合わせた地震によって震度が6弱以上にな
る超過確率

 関東地方の平野部はどこも超過確率が高い（＝い
つ発生してもおかしくない）

（文科省地震調査研究推進本部作成，2020）

J-SHIS地震ハザードステーション
https://www.j-shis.bosai.go.jp/
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藤沢を襲う地震と津波リスク：まとめ

 震度6弱以上の地震はいつ起きてもおかしくない（30年以内に
起こる確率が高い）

 注意すべき地震は下記の２つ

 首都直下のM7クラスの地震
 想定されている地震で藤沢市に大きな影響を与える地震では震度6弱程度

 昼間に発生すると東京・横浜方面で働いている人は被災及び帰宅困難にな
るリスク大

 30年以内の発生確率は高い

 南海トラフで発生するM8-9クラスの地震
 震度は5強程度で大きな被害はないが，継続時間は長い

 想定最大クラスの津波が発生する．到達時間は30～40分程度

 30年以内の発生確率は高い 22



気候変動による風水害の激甚化
 風水害とは台風や線状降水帯などによっ

て発生する強い風や大雨によって発生す
る突風，竜巻，洪水，高潮，及びがけ崩
れや土石流などの土砂災害．

 近年，気候変動によると思われる風水害
の激甚化が懸念されている．特に，河川
の洪水による大きな被害が毎年のように
出ている．

 平地では雨水がはけきれずに排水用水
路や小河川の溢流による内水氾濫も要
注意．

 明治地区で特に重要なのは大雨による
洪水，土砂災害と内水氾濫．
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二酸化炭素濃度の変化

世界の平均気温（左），海面水温（右）の基準値（1980-2010年の平均値）からの差

全国の年最大日降水量の
基準値との比の経年変化

（図はいずれも「風水害と防災の事典」（丸善出版），2022」より）



明治地区の水害
ハザードマップ

24（藤沢防災ナビ，67-68頁）

高名橋



「避難情報」と「気象情報」はどう違う？

25（内閣府資料）
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27（http://os3-359-12855.vs.sakura.ne.jp/fujisawa_public/）



28（内閣府資料）

警戒レベルが３または４になったら！



（明治地区の）ハザードマップから言えること

 地震に関しては全域で「30年以内に震度6弱以上の地震動に襲
われる確率」が高い．“いつでもどこでも起こる”

 津波に関しては海岸にいる時に揺れを感じたら直ちに避難．
 津波警報が出たら引地川沿いの住民は川から離れること．

 水害（洪水・内水氾濫と土砂災害）に関しては，自分の家の状況を
ハザードマップで確認すること

 辻堂新町四丁目，羽鳥五丁目，城南三丁目，城南四丁目の引地川沿い
は洪水による最大3.0m未満程度の浸水の恐れがある．

 小規模ながら内水浸水する可能性のある箇所が多数ある．

 城南一丁目～三丁目には土砂災害警戒区域がある．
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地震・津波・水害などの脅威から逃れるには

あなた自身が，ハザードマップを見るなどし
て，災害のリスクを知り，

避難場所を防災マップなどであらかじめ決め
ておき

周囲の状況や避難指示などを確認して

脅威からいち早く逃れましょう（避難）
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明治地区の皆さんが“防災”のためにすべきこと

https://www.city.fujisawa.kanagawa.jp/bous
ai/bosai/bosai/yobo/bosainavi.html

https://www.city.fujisawa.kanagawa.jp/meiji-c/bosai/bosai/yobo/jishubosai/meji.html



避難等防災に関する情報の取り方
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防災ラジオ

藤沢市LINE公式アカウント
LINE ID：@fujisawacity



明治地区を襲う自然災害に備えるには？

 “自助・共助・公助”の考え方

 自助：（自らの命を守るために）自分で考え備えよう

 共助：（近所の人を助けるため）皆で助け合おう

 公助：（皆の命を守るため）行政の助けを借りよう

 “津波てんでんこ”の教えは“自助”を強調しすぎ？

33



“助け合う”ことの重要性
 1995年神戸地震

 倒壊家屋から救助された人3.5万人のうち近隣住民に助けられた人
は2.7万人（約8割）．

 2014年長野県北部の地震「白馬の奇跡」
 2014年11月22日22時8分（M6.7）神城断層が震源
 長野県北安曇郡白馬村を震源．小谷村，小川村，長野市で最大震度

6弱
＝＝＝以下，横山義彦，地域防災（2015）による＝＝＝
 全壊42棟，大規模半壊12棟，半壊20棟．停電，断水，道路損傷，液

状化，山腹崩壊などが発生（局地的には震度7程度の揺れか？）．重
傷者8名を出したが死者はなし．住宅が倒壊して下敷きになる人が26
人いたが全員救助．自主防災組織が連携し，消防団や地域住民がジ
ャッキやフォークリフトを利用．

 平常時から要配慮者の把握に努め「災害時住民支え合いマップ」を
作成．有事の際誰が安否確認するか事前に決めていた．日頃からの
交流や行事があった．

 この時の教訓が2019年台風19号による千曲川堤防決壊にともなう避
難行動に生かされる．（JNNニュース，2019.11.13）

（横山，2015） 34



災害弱者に多くの被害が出た最近の風水害

 2016年8月台風10号
 関東東海上を北上し，東北地方の東部から上陸した初めての台風．
 岩手県岩泉町で小本川が氾濫し川沿いの高齢者福祉施設で9名死亡．

 2018年7月西日本豪雨
 台風7号，8号とそれに刺激された梅雨前線により，西日本を中心に長時間の豪雨が記録され

多くの洪水・土砂災害が発生した．
 岡山県倉敷市真備町で洪水により死者51人をだしたが，そのうち42人が避難行動要支援者で

あった．愛媛・岡山・広島3県の死者数のうち６０代以上が約７割．

 2019年10月台風１９号による豪雨
 猛烈な台風19号が伊豆半島に上陸し，関東から東北を縦断．関東甲信越，東北地方などで大

きな災害．
 死者８４名うち６５歳以上が約６５％．約７４％が水害で亡くなられている．

 2020年７月豪雨
 熊本県を中心に日本各地に降り続いた豪雨．球磨川などが氾濫．熊本を中心に全国で86名（

熊本67名）の死者を出した．６５歳以上の高齢者が79%（熊本は８５％）
 球磨川の氾濫で特別養護老人ホーム「千寿園」の14名が犠牲となった．避難確保計画は出来

ていて，災害発生前日に避難準備・高齢者等避難開始が出ていたものの対応が遅れた．

35



“自助・共助・公助”を支える「防災計画」の仕組み

内閣府：
中央防災会議

神奈川県：
神奈川県防災会議

国：防災基本計画

都道府県：地域防災計画

市町村：地域防災計画

地域住民（自主防災組織）：地区防災計画

個人・家族

（2013年災害対策基本法の改正で制度化）

藤沢市：
藤沢市防災会議

明治地区防災計画

？

災害対策基本法
（伊勢湾台風を契機として昭和36（1961）年制定）

公助

共助

自助
36



“誰一人取り残さない防災” （インクルーシブ防災）とは？

 1980年代から2015年まで
 1987年版防災白書における避難行動困難者への対策に言及．

 要配慮者については防災部局主導で対策が講じられてきたが，災害が起こるたびに被害は要
配慮者に集中してきた．

 1980～1990年代は100名以上の被害が出る風水害はなく，課題が置き去りにされた．この結
果，要配慮者への対応が平時の福祉と災害時の防災で分断されてきた．

 2011年東日本大震災において宮城県が岩手県・福島県に比して全体死亡率に対する障害者
の死亡率が約2倍と突出した．この原因は①宮城県では在宅介護率が高かったこと（平時の福
祉では進歩），②障害者施設が災害時危険区域など地価の安いところに立地していたこと，が
挙げられた．

 2015年以降
 2015年仙台での国連防災世界会議においてはじめて“インクルーシブ防災（誰一人取り残さな

い防災）”が議題として取り上げられた．

 別府市において，障害者・高齢者へのサービス・配慮を平時と災害時で切れ目なく連結させる
先駆的な取り組みが2016年頃から始まった（別府市モデル）．

 2016年兵庫県において防災と福祉の連携モデル事業が始まった．

（立木茂雄，消防防災の科学，2021，を参照）
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「要配慮者」と「災害行動要支援者」の違い

38

（ふじさわ防災ナビ（避難行動
要支援者編）より抜粋）



行政の対応
 2011年東日本大震災の教訓⇒2013年災害対策基本法の
改正
 「避難行動要支援者名簿」の作成を市町村に義務付け．避難行動支
援に関する取組方針を策定．

 2019年台風19号による豪雨の教訓⇒2021年災害基本法の
改正
 避難行動要支援者の「個別避難計画」の作成を市町村の努力義務と
する

 内閣府は「避難行動要支援者の避難行動支援に関する取組指針」を
作成（2021年5月）

 藤沢市の対応
 「避難行動要支援者避難支援プラン全体計画」（2021年4月）を作成

 全体計画に基づき，個別避難計画の作成率向上に向け、「避難行動要支
援者の支援体制づくりについて（手順書）」（2021年4月）を更新 39



“個別避難計画”がなかなかすすまないのは？

• 防災と福祉の行政が縦割りで協力がなかなかできない

• 法律では“市町村の努力義務”となっているが，実際には市がやるに

は人手が足りない

• 要支援者ひとりひとりの状況が異なる，災害によっても対応が異なる

可能性がある，多くの関係者の協力が必要等，作成のハードルが高い．

• 個人情報に関わることから取り組むことに慎重にならざるを得ない

辻堂地区防災協議会の取組：“個別避難計画”作成への道筋を作
ることを目的として個別避難計画検討会を設立して活動を開始

（2022年12月26日検討会資料）



これまで検討会が行ってきた活動

• 8月16日：第一回目の検討会開催：趣旨説明と意見交換，方針
等について意見交換

• 10月12日：藤沢市防災・福祉担当課との意見交換

• 12月7日：研修会の開催．個別避難計画に関するビデオ視聴と
意見交換

辻堂地区防災協議会の取組として実施してきたが，福祉関係者と
の協力体制を強化する必要があると考え，本日の意見交換会を企
画

（2022年12月26日検討会資料）



避難行動要支援者の個別避難計画の重要なポイント

 防災リテラシー
 当事者自身が災害に関する情報を正しく理解する
 ３つのポイント「脅威の理解」「備えの自覚」「とっさの行動への自信」

 タイムライン
 あらかじめ時系列的に何をするのか考え，明らかにする
 避難場所の設定や警報レベルに基づき，支援者や行動を起こすタイミング等を設定す

る

 地域との調整
 当事者，ケアマネージャー，自主防災組織や町内会関係者，市町村の防災・福祉担当

者，等当事者の避難計画策定に関わる人が調整会議を設定し，タイムラインに沿って
支援のあり方を調整し避難計画を策定する

 避難訓練
 個別避難計画に基づく避難訓練を実施する（避難訓練において避難計画を実行する）
 課題を抽出し，避難計画の改善につなげる

NHK厚生文化事業団福祉ビデオシリーズ「ひとりも取り残さないために
～インクルーシブ防災～」による立木茂雄の解説を参考 42



避難行動要支援者の避難行動支援に関する取組指針（内閣府）の参考資料

「マイタイムライン」と「地域タイムライン」（兵庫県の事例）



兵庫県の事例

（内閣府「取組指針」
参考資料より）



まとめ

 （自助）明治地区の地震・津波・水害リスクについて

 ハザードマップを参考にして住まいや近所の災害リスクを理解して
おくこと

 防災用の備蓄，避難時の持ち出し品等を常備し，防災マップなどを
参照して，避難場所を確認しておくこと

 警戒レベルを意識して余裕のある避難行動をとること

 （共助） “誰ひとり取り残さない防災”を意識し，自主防災活動
に協力し，災害に強く，安心して住めるコミュニティ（地域共生
社会）を作っていきましょう

45
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